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中期経営計画（2016年 4月～2018年 3月）について 

 

当社は、中期経営計画「Bridge to the Future～未来への架け橋～」を策定し、本日公表いたしま

したので、お知らせいたします。 

（１）旧中期経営計画について 

2016年 3月に終了した中期経営計画「Beyond 120th～120周年を超えて未来へ～」では、計画期間

中の円安進行や消費増税の影響が想定を上回ったため、最終年度に繊維・アパレル事業の構造改革を

断行することとなりました。この結果、最終年度の損益計画の修正を余儀なくされました。しかしな

がら、静岡県に所在する商業施設サントムーン柿田川の好調な業績に支えられるとともに、繊維・ア

パレル事業の構造改革により業績 

の下振れ要因がなくなったこともあり、第１四半期以降の毎四半期累計期間で黒字を計上し、期中

に上方修正した業績予想をほぼクリアし最終黒字を確保することができました。 

（２）新中期経営計画について・・中期経営計画「Bridge to the Future～未来への架け橋～」 

今後につきましては、海外経済の不透明感が高まっており、さらに為替動向、資源価格の影響や

2017 年 4 月からの消費増税の動向など国内経済の不透明感もあることから、新たに策定した中期経

営計画は２年間の短期集中型の計画といたしました。その間、「財務体質の強化」、「プロパー事業の

強固な基盤作り」、「利益の底上げ」に取り組み、次のジャンプアップに向けたいわゆる「未来への架

け橋」とも言うべき位置付けにいたします。 

（３）主要な戦略テーマは次のとおりです。 

①商業施設事業   ・・ライバルを凌駕するポジションを持続させ競争優位を固める 

②ヘルスケア事業  ・・健康長寿社会への貢献をテーマに協業を推進する 

③繊維・アパレル事業・・構造改革後の事業再構築により成長軌道に乗る準備を進める 

④財務体質の強化  ・・長期安定資金の調達と各種財務目標達成へのコミットメント 

⑤コーポレートガバナンスコードに沿った経営推進 

          ・・株主を始めとするステークホルダーの立場を踏まえて透明・公正かつ 

            迅速・果断な意思決定を行う 

⑥人材戦略     ・・HR（Human Resources）ミッションへの取組みを進め、社会に貢献 

できる人材を育成する 

（４）計画最終年度の損益計画 

売上高 5,210百万円、営業利益 480百万円、経常利益 360百万円、親会社株主に帰属する当期純利

益 290百万円とします。また、財務目標として、①経常利益率５％以上、②ＲＯＥ５％以上等を掲げ

て取り組みます。 

 その他詳細は別紙をご覧ください。 

 また、さらに詳細な説明資料を当社ホームページに掲載しておりますのでご参照ください。 

以 上 



 

 

（別紙）中期経営計画「Bridge to the Future～未来への架け橋～」の詳細 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

＊当資料に掲載されている内容は種々の前提に基づいて作成したものであり、記載された将来の業績等を保証するもの

ではなく、経営環境の変化等により異なる結果になる可能性があることにご留意ください。 


